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論文の内容の要旨 
 
 竹中啓介氏の博士学位論文は、失語のある人（persons with aphasia：以下 PWA）と会話する対話
者に対して、PWA のコミュニケーション能力の特徴を理解し適切な会話技術を習得するよう介入する
会話パートナー訓練（conversation partner training：以下 CPT）の効果を検討したものである。その
要旨は以下のとおりである。 
 
（目的と研究構成） 
CPTの効果について、①講義形式とロールプレイによる CPTの効果を情報伝達の観点から会話分析
を用いて明らかにする、②PWA から正確な情報を引き出すために有効な会話技術の種類と運用方法に
ついて明らかにする、③対話者の会話態度と会話技術を観察により評定する評価尺度を開発する、④開
発した評価尺度を用いて講義形式とロールプレイによる CPT の効果を無作為化比較試験で検討する、
⑤CPT の効果の乏しかった対話者を対象としたビデオフィードバックを含むフォローアップ訓練の効
果を検討する、の５つの研究目的が設定され、これらに対応した５つの研究で本論文は構成された。 
 
（各研究の方法と結果） 
第 1-1・1-2研究では、PWA 8名と対話者 8名から成る 8組を対象とし、PWAが見た動画の内容を対
話者が聞き取る形式で 5回の情報伝達実験が CPTの前後に行われた。第 1-1 研究では、会話分析を用
いた検討から算出された情報伝達率および会話技術の出現頻度の変化をもとに CPT の効果が検討され
た。その結果、CPT前と比べ CPT後では、情報伝達率および筆記および選択質問の出現頻度が増加し
WH質問は減少した。第 1-2研究では、得られたデータのうち伝達率の高い会話 8データと伝達率の低
い会話 8データを抽出し、会話技術の使用度数と PWAの応答の正確さが両会話群で比較された。その
結果、高伝達率会話群は低伝達率会話群に比べて、紙面に視覚的情報を提示する描画および選択質問と
PWAの理解や表出内容を確認する会話技術を多く使用し、会話技術使用直後における PWAの応答が正
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確であることが示された。 
第 2研究では、対話者の会話態度と会話技術を評定する観察評価尺度を開発するため、言語聴覚士 3
名が評定に必要な内容をブレインストーミングで列挙した後、他の言語聴覚士 2名が KJ法に準じて概
念化し尺度の項目が作成された。作成された尺度の信頼性と妥当性の検討のため、別の 3名の言語聴覚
士が評定を行い、評定者間および評定者内信頼性および基準関連妥当性が検討された。その結果、信頼
性と一定の妥当性を備えることが確認された。 
第 3研究では、講義とロールプレイによる対話者への CPTの効果について、第 2研究で開発した観
察評価尺度を用いて無作為化比較試験による検討が行われた。対話者は介入群 30名と統制群 30名に無
作為に割り振られ、約 15 分間の自由会話について介入前後での評定が比較された。その結果、介入後
の会話態度および会話技術の観察評価尺度得点は、介入前よりも有意に向上していた。 
第 4研究では、講義とロールプレイによる CPTで効果の認められなかった 9名の対話者を対象に、
自らの会話態度と会話技術の運用を認識させるためのビデオフィードバックによるフォローアップ訓
練を行い、その効果が検討された。フォローアップ前後の他者評定について検討を行った結果、大多数
の対話者で他者評定による観察評価尺度得点が介入後に向上することが明らかにされた。 
 
（考察） 
 第 1-1研究から、講義形式とロールプレイによる CPTは PWAとの会話における情報伝達率の向上、
対話者の会話技術および知識の向上に効果をもたらすことが明らかにされた。第 1-2 研究から、PWA
から正確な情報を引き出すには、紙面に視覚的情報を提示すること、PWA の理解や表出を確認する会
話技術を使用することが有効であることが実証された。第 2研究で開発された観察評価尺度は、信頼性
と妥当性を備えていることが確認された。第 3研究から、CPTは対話者の会話態度および会話技術を向
上させることが無作為化比較試験により明らかにされた。第 4研究から、ビデオフィードバックを含む
フォローアップ訓練は、会話態度および会話技術を向上させる効果があることが明らかにされた。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本研究は、失語のリハビリテーションにおいて近年重視されている環境へのアプローチの一つである
対話者に対する CPTの効果について検討を行ったものである。会話分析を用いた詳細な検討から、CPT
は情報伝達の側面でも効果をもたらすこと、PWA から正確な情報を引き出すための会話技術の種類と
運用方法が明らかにされた。また対話者の会話技術と会話態度を評価するための観察評価尺度が開発さ
れ、信頼性と妥当性が確認された。さらに無作為化比較試験で CPT の効果が実証され、フォローアッ
プ訓練の効果も確認された。失語のある人々の社会生活を環境面から支えるためのリハビリテーショ
ン・アプローチに有用な知見をあたえる研究であると評価できる。 
平成２９年１月１７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（リハビリテーション科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認め
る。 
 
